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物質が（　温度　）によって固体・液体・気体と形だけを変える変化を（　状態変化　）という。
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＜　沸点　＞…液体が気体に変わるときの温度　　　　　　　　　　　　　　　　　　気化
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物体によって決まっている




液体


　　気体

　　　　　水…（　１００　℃）
エタノール…（　７８　℃）

　　　凝結
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　グラフはエタノールを右図のように加熱した
　ときの温度変化を表している。
　　　→沸とうしている間の温度に注目！
　純粋な物質の場合、液体から気体へと変化する
　間の温度（　沸点　）は（　一定　）である。

　この結果からエタノールの沸点は（　７８　℃）であることがわかる。

目的…沸とうの前後の温度変化を調べ、グラフを作成する。
準備…エタノール・水・枝付きフラスコ・ゴム栓・ゴム管
　　　ガラス管・３00mlビーカー・スタンド・試験管③

　　　沸とう石・温度計・ガスバーナー・燃えさし入れ
　　　ビーカー・マッチ・金網・蒸発皿・三脚など
方法…①　エタノールと水の混合物を枝付きフラスコに入れ、

　　　　　たいだい右図のようにセットし、加熱をはじめる。
　

　　　②　１分ごとに温度を測定し、グラフに記録する。

          このときには測定者・グラフ記録者とお互いの

　　　　　役割を分担しておくこと。協力がポイントです。

　　　　　温度計は真横から最小目盛りの10分の１まで
　　　　　目分量で読み取ること。

　　　③　試験管に２ｃｍ程度、液体がたまったらガラス管を試験管から取り出す。

　　　　　同じ操作で試験管３本分取ったら、火を消す。

                  注意！　　必ずガラス管を抜いてから火を消すこと！危険です！

　　　④ 試験管にたまった液体の性質を調べる。右図(a)(b)。なめない！
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	(a)においを調べる
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まとめ　　　グラフより（　　純粋な物質　　）が沸とうして、液体からすべて気体に変わるまでの間、

温度は（　　変わらない　　）。
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実験結果やグラフからわかったことは？
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